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閲覧者によるハイパーリンクの追加を実現する
後付け型リンクアンカ設定システムの提案
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�� はじめに

通常の���における ��()による文章コンテンツは、著
者によって作成、サーバ上に設置され、不特定多数の閲覧者が
これを閲覧するため、著者と閲覧者が分離していると言える。
これに対して、掲示板や����、 ���������といったサービ
スでは、主たる著者が規定できず、不特定多数の閲覧者がその
まま共著者の一部としてコンテンツ作成に参画する形態をとっ
ている。一般的に著者よりも閲覧者のほうが圧倒的多数である
ため、その閲覧者群の創造性や生産性がコンテンツに反映され
れば、情報の量や多様性は充実しやすい。膨大な情報の分類を
ソーシャルブックマークサービスをはじめとする  ���������

は、この大量の人間がおこなった結果のもつ量と多様性を利用
したサービスといえる。ここで人間がおこなう作業は、タグと
呼ばれる二次データの入力であり、一次データの処理結果を主
とする検索エンジンでは得ることが難しい情報の取得を実現し
ている。
一方、検索エンジンも単に一次データである���ページ（以

後、ページと呼ぶ）に含まれる字句を解析するだけではなく、
他の情報も利用してその精度向上を図っている。この代表的な
ものは、コンテンツ同士の関係情報であり、*���+���アルゴ
リズムが有名である。これは、各ページにおけるリンクアンカ
は著者がなんらかの意味をもって記述したものであり、$タグ
による他の ��()文章へのハイパーリンク（以下、リンクと
する）先のページへの一種の投票と捉え、全体的なリンクの入
出次数による統計的情報を検索結果に反映させるものである。
本稿では、リンクアンカを閲覧しているページの任意部分に

誰でも設定可能とするシステムを提案する。これは、ソーシャ
ルブックマークサービスにおいて不特定多数の人物がそのペー
ジを示すタグを入力するように、あるページに訪れる不特定多
数の閲覧者が *���+��� においてそのページからの投票とみ
なされるリンクアンカを設定可能とする環境であり、タグの代
わりにリンクを用い、なおかつ対象ページ上に直接埋め込む
ことが可能な  ���������システムと換言できる。本稿では、
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このシステムの概要説明と "#$�%&&'で簡易的運用をおこなっ
た結果を紹介する。

�� 後付け型リンクアンカ設定システム

本システムの目的は、閲覧者によるリンクアンカの設定を実
現することにある。この閲覧者によって設定されたリンクアン
カのことを、通常の著者によって設定されたリンクアンカを区
別するため「後付リンク」と呼ぶ。閲覧者は、後付リンクのリ
ンク先として、任意の �+)を入力することも、システムが推
薦する関連ページからリンク先を選択することも可能である。
後付リンクのリンクアンカは直接��() を書き換えて $タ
グを静的に埋め込む破壊的設定と、元の ��()は変化させず
"���#
��� によって動的にリンクを設定する、非破壊的設定
が考えられる。現在のところ、後者の非破壊的設定が実装され
ているが、検索エンジンのクローリングに対応するため、破壊
的設定機能も実装する予定である。
まず、本システム利用の準備として、ユーザによる後付け型リ

ンクアンカの設定を許可するページの管理者は、対象 ��()

内に "���#
��� コードを埋め込む必要がある。このコード
は、��()内に直接記述してもよいし、"#56*7"#56 ���

��		���8によってサーバから間接的に読み込みをおこなって
もよい。この場合は、実際にその ��()へ記述するのはコー
ドではなくコードの �+)となる。ユーザは、このコードが記
述・実行されるページにおいて、マウス操作によって新たな
リンクアンカを設定することが可能となる。コードは、ユー
ザのマウス操作による選択文字列部分の認識とリンク先登録
用のフォームの表示、及びクライアント-サーバ間の通信を主
に担当する。この通信は $9�!（$���
������� "���#
��� .
:()）によっておこなわれる。
ユーザは後付リンクを設定したいページ上の文字列をマウ

スのドラッグ操作によって指定する。ここで、選択された文字
列部分は :*��;����� 33<と共に直ちにサーバ側に送信され、
そのページのリンク先として推薦される複数のページが導出
される。この推薦ページはクライアント側に戻されてブラウ
ザ上に後付リンク先の候補としてタイトルが一覧表示される。
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ユーザが、このうちから一つを選択すると、その文字列の箇所
が $タグによってリンクアンカとされ、後にそのページを閲
覧するすべてのユーザに提示されることとなる。推薦ページ以
外のページをリンク先として設定したい場合は、入力フォーム
にその �+)を入力することで設定可能となる。
リンク先として推薦されるページの導出には、様々な方法

が考えられる。次章で紹介する実験では、対象となるページ群
の規定とユーザ認証が可能であったため、�・�	� による重み
付けをおこなったキーワードマッチングによるページ内文章の
関連度からの導出や、ソーシャルフィルタリング ;+����
� 32<

によるユーザ間の関連度による導出をおこなった。
設定された後付リンクは、サーバ上にリンク元とリンク先の

ページの�+)、選択文字列のセットで保存される。ユーザは、
サーバ上に設けられた検索用インタフェースから、あるページ
へリンクされている=しているページを検索できる。また、選
択文字列を  ��������� のタグのように検索する機能も提供
している。

�� 実験

提案システムの検索機能を省略したプロトタイプシステム
;(������ &'<を第２０回人工知能学会全国大会（"#$�%&&'）
において運用した結果を示す。"#$�%&&'は発表件数が %&&件
を超える学術会議であり、大会のホームページでは会議参加に
対する利便性向上のためのサービスを各種提供していた。この
うちの一つが、各発表のタイトル、概要、著者などの情報を提
示する発表情報を示すページの提供であり、各発表一つに対し
て一つの紹介ページが存在していた。この各紹介ページ内に提
案システムの "���#
���コードの埋め込みをおこない、ユー
ザがタイトルか概要などといったページ内の文字列を選択する
ことで推薦ページが提示される環境を作った。
推薦ページの導出は、ページ間の静的な類似性、ユーザ間

の類似性、後付リンクにおけるリンクアンカの語の共起性な
どによる導出をおこない、推薦ページの一覧として表示した。
また、過去に後付リンクとして設定された文字列はページが読
み込まれたタイミングで下線を表示し、そこにマウスカーソル
を移動させると、過去にどの推薦ページが選択されたのかが判
別できるインタフェースを提供した。なお、任意ページへのリ
ンク設定機能は省略したため、"#$�%&&'以外のページへのリ
ンク設定は事実上不可能であった。
システムは、大会が始まる数週間まえから運用が開始され、

大会が終わるまでの間のデータを取得した。結果、この間に
設定された後付リンクの件数は 04' 件であった��。一ページ
あたりの後付リンクの件数のヒストグラムを表 0 に示す。ま
た、後付リンクによって設定されたリンク先のページの一ペー
ジあたりの被リンク数を表 %に示す。なお、&件となっている
件数は、後付リンクアンカか、被リンクのどちらかが存在して
いるページの件数であり、どちらでもないページは除外されて
いる。
後付リンクのアンカとして指定された文字列は「クラスタリ

ング」、「マイクロコミュニティ」といった単語が多かったが、
通常のリンクでは少ない「情報の理解とそれへのアクセスを支
援」、「脳波の変化と���ページデザインの関係」等といった
長い表現への設定も散見された。これは、本実験では選択文字
列は形態素解析エンジンによって解析された単語とのマッチン
グに基づく推薦エンジンが多かったため、多くの文字列を選択

�� 開発者らの利用件数は除外

図 0, 後付リンクが設定されたページのリンク数

図 %, リンク先として指定されたページの被リンク数

すると、それだけ多くのページが推薦される結果となったこと
に起因すると考えられる。

�� まとめ
本稿は、ページの閲覧者によるリンクアンカの設定を実現

する後付型リンク設定システムを提案した。このシステムに
より、���ページは、本来著者だけが設定可能であった他の
���ページへのハイパーリンクを、不特定多数の閲覧者も設
定可能にする環境となり、閲覧者の意図がリンクアンカとして
残る。今後は、システム運用による���ページの関係性の変
化を分析する予定である。
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